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1.はじめに 

 近年，インターネットの普及に伴いレシピ検

索サイトの普及が進み，容易にメニューを検索

することができるようになった．毎日の食生活

を豊かにするために，Web 上の様々なレシピを利

用していくことは有効な手段だと言えると考え

られる．しかし，レシピサイトには単品のレシ

ピが多く，そのレシピを用いて中・長期の献立

の推薦を行うシステムは少ない．また，高齢化

社会に伴った高齢者向けの食事や，健康に気を

つかった栄養のバランスをとれた食事など個人

の嗜好は様々になり，献立の管理の重要性が増

してきていると考えられる．そのため，そのよ

うな様々な要求に応えることができるレシピ推

薦システムが研究されている．しかし，研究の

多くは，1 食分の献立の推薦のみの研究[1]や，

中・長期の推薦であっても，そのシステムの使

用目的が１つに絞られている[2]． 

一方，地球温暖化などの環境問題に注目が集

まっている現在において，地球温暖化の主な要

因としては CO₂が挙げられる．さらに，国内の電

力消費量，ガス消費量の約３～４割は家庭での

消費[3]であり，多くの CO₂が家庭から排出され

ていることがわかる．農水省などの取り組みと

して行われている「CO₂の見える化」からもわか

る通り，CO₂排出量の具体的な数値を表示するこ

とが重要である。 

本研究では，ユーザが献立作成の際の条件を

選択できる中・長期の献立推薦システムの構築

を目的とする．そして，各献立からの CO₂排出量

を目で見てすぐわかる献立推薦システムを提案

する． 

 

2.提案システム  

 本システムではレシピ検索サイトより得たレ

シピのデータより，推薦の条件を満たす献立を 

 

 

 

 

 

作成し推薦していく．設定した条件を満たすレ

シピを，主菜，副菜，汁物の 3 種類を選択する． 

また，1 日 3 食とし朝食，昼食，夕食それぞれの

カロリーバランスをおおよそ３：３：４と設定

する．１回の推薦では 14 日分の献立を推薦する．

その 14 日の中ではレシピの重複はなく，ユーザ

が同じ料理に飽きることはないと考える． 

ユーザが本システムを使用する際はブラウザ

上で使用する．その表示方法としてカレンダー

を使用した表示をする．毎食ごとのリンクを作

りリンクに飛べば献立の詳細が確認できる．献

立の計算開始のボタンをクリックすると，その

日から 14 日分の献立が計算され，カレンダー上

にリンクが表示される． 

 また，ユーザ情報の管理も行っている．ユー

ザは本システム登録時に推薦する献立の条件を

選択しその情報は保存されるので，新しい献立

の推薦を行う際にまた条件の選択する必要はな

い． 

  

2.1 レシピデータの抽出 

 レシピサイト「ボブとアンジーのレシピ」
  
よ

り，各レシピページの HTML 形式のソースコード

を取得する．献立の推薦に必要なデータを取出

し，データベースに格納し推薦に用いるレシピ

とする． 

 

2.2 推薦献立 

本システムでは献立作成の重要性の高いと考

えられる以下の 4 項目についての献立の推薦を

行う． 

・高齢者向け…1日の摂取カロリーの目安を 

約 1800kcal とした献立． 

・ヘルシー…1 日の摂取カロリーを男性で

2000kcal，女性で 1800kcal 以下

とした献立． 

・塩分控えめ…塩分摂取を抑え，塩分を 1 日 6g

以下に抑えた献立． 

・バランス…栄養のバランスの取れた献立．計

算のために PFC バランスという指

標を使用している． 
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上記の項目ごとに条件を満たす献立の計算をす

る．計算は 1回の実行で 14 日分行う． 

 

2.3 CO₂排出量の算出 

 CO₂排出量の算出には環境負荷原単位データブ

ック（以下 3EID）を用いる．ここでは，食材の

生産段階における CO₂排出量を算出する。 

 調理段階の CO₂排出量は、調理時のエネルギー

消費量を求め(1)により算出する。 

 

調理時 CO₂排出量＝ 

エネルギー消費量×CO₂排出係数  (1) 

 

3.動作結果 

 実際に本システムを実行した結果図 1，図 2 に

示す． 

 

 
    図 1 本システムの実行画面 

 

本システムにログインをするとその月のカレン

ダーが表示される．カレンダー上で，リンクが

表示されている部分は計算がされている日であ

り，表示されていない部分はまだ献立の計算が

なされていない部分である．動作例を図１に示

す． 

 図 2 に示した献立の詳細ページでは各料理の

料理名，カロリー，材料，大まかな所要時間，

そして 1 食の合計カロリー，CO₂排出量が表示さ

れる．また，ページ下部の詳細ページのリンク

にアクセスすることで，レシピサイトに移りレ

シピの詳細な情報を確認できる． 

 

4.まとめ 

 本研究では，管理する重要性の高いと考える

条件についての献立についての中・長期におけ

る推薦システムの構築を行った．加えて，推薦

した献立を調理した際に排出する CO₂を表示する 

     
図 2 献立の詳細ページ 

 

システムを提案した． 

今後の展望として，本システムを実際に使用し

た際に起こる問題の解決を図ることが挙げられ

る．さらに，本システムは家庭での食事のみを

考え構築をしたが，外食した場合も献立の管理

ができるシステムの構築が必要であると考える． 

近年のレストランなどは，メニューにカロリー，

塩分を記載しているところも多く，ユーザが外

食した際に自らその数値を入力することでこの

問題の解決が期待される． 
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